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文学教材の「読みの階梯」





































































































































　イギリスの初等教育段階は、NC の施行に当たり、第 1 教育段階（KeyStage1、第 1・第
2 学年、5-7 歳）と第 2 教育段階（KeyStage2、第 3- 第 6 学年、8－11 歳）の 2 段階構成と
された。一方、中学校も、第 7 学年から第 9 学年までの第 3 教育段階と、義務教育修了資





ルであったものが、99 年改訂版 NC で、7 の到達目標レベルとして、過密さを解消していると
いう。松山（2015）では、「文学を読むことの到達点の観点から、89 年版第 3 レベルを取りあ
げ」3）て、「掲げられた 6 つの項目（註 2）は、音読の力、黙読の力、物語の読解力、情報検索
力の 4 つに分けられる。このうち、半分を占める 3 項目が物語読解力に当てられ、分析的な読
みの方略の習得を明確に基本に据えている。」と述べている（p35）。さらに、「イギリスの初の








　この 6 点には、「物語の読解力」にかかわる指摘も含まれている。「掲げられた 6 つの項目」
（a ～ f）のうちでは、c ～ e がそれに該当する。松山（2015）に、90 年改訂版の到達目標とし



























































































































項目 低学年 中学年 高学年
a 登場人物の把握 ○ ○ ○
b ストーリー展開の理解 ○ ○ ○
c 場面構成の把握 ○ ○ ○
d 人物と出来事（事件）、人物の相関関係 ○ ○ ○
e 物語の時間軸 ○ ○
f 物語の視点 ○ ○
g プロットの把握：因果関係（原因と結果） ○ ○
h 人物の心理：推移・変化等 ○ ○
i 叙述の精査：場面・叙述の相関関係 ○ ○
j 象徴的表現 ○
k 語りの構造 ○ ○
l 物語のもつ意味：作品主題 ○ ○
m 作者・読者の関係性（作者主題・読者主題） ○ ○
n 読書する行為 ○
……


























　項目は、物語基礎の理解（ a ～ d）、物語構造と人物心理の理解（ e ～ i、k）、物語主題の理



















育段階（レセプション、第 1・2 学年：5-7 歳）、第 2 教育段階（第 3-6 学年：8-11 歳）、第 3 教育段階
（第 7-9 学年：12-14 歳）、第 4 教育段階（第 10-11 学年：15・16 歳）である。また、各教育段階には、
読むことの到達レベルが設定されている。第 1 教育段階では、第 3 レベルが最高の到達点だが、第 3、
4教育段階では、第3レベルが最低必須の到達レベルである。従って、この第3レベルが、松山（2015）
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